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松山市立小野小学校
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重

点

目

標

(1)学ぶ力 「自ら学ぶ力 。学び合 う力」の育成 …。「よく考え がんばる子」
○ 合理的配慮に基づく個に応じた指導の推進
○  「学び合い」学習による思考力・判断力・表現力を育成する授業の展開
○ 問題解決的な学習の推進と主体的・対話的で深い学びにつながる授業の創造
○ よく分かる授業づくりの充実と自律的な学習習慣の定着
○ 家庭や中学校との連携による9年間を見通したキヤリア教育の推進

(2)豊かな心を育てる教育の推進 …。「りつぱな行い や さしい子」
O 仲間とともに高め合い、支え合 う集団づくりの推進
○ 気持ちのよい挨拶と元気な返事の定着
O 郷上の自然や文化・伝統を尊重し、ふるさと小野を愛する心の育成
○ 一人一人の教育的ニーズに応じた学びの場の工夫による特別支援教育の充実
○ 人権尊重の精神を基盤とした人権 。同和教育の推進

(3)健康・安全教育の推進 と生徒指導の充実―。「きま りを守る 元気な子」
○ 基本的生活習慣の定着と個に応じた体力つくりの実践
○ 心身ともに健康な児童を育てる食育・健康荻育の推進
○ いじめ 。不登校への適切な対応と一人一人に寄り添つた教育相談の充実
○ 自己管理能力を育成し、命を大切にする防災・安全教育の推進
○ 学校 。家庭 。地域が一体となつた児童理解と健全育成の推進

管

理

運

営

(1)人的管理   【認め・高め・支え合 う人間関係】
○ 温かい人間関係づくりと協働体制「チーム小野」の確立
○ 毅職員としての幸福感の醸成や心身の健康増進と休暇の有効活用
○ 危機管理意識の高揚と「報告・連絡 。相談・確認」の確立
○ 服務規律の厳正な遵守による教職員の使命感の高揚と信頼の保持

(2)物的管理   【教育県境の整備・活用と安全管理】
○ 教育環境の整備と事故防止の徹底 (潜在危険箇所の確認・対処)
○ 非常変災に備える防災体制の整備
○ 施設 。設備・備品の有効活用と適正な管理
○ 地域と連携した学校施設の有効活用と適正な管理

(3)事務的管理  【正確化・効率化 。合理化】
○ 適材適所の校務分担と協力体制による確実な遂行
○ 個人情報等の適正な取扱いとセキュジテイポリシーの徹底
○ 効率な事務処理と厳正な経理管理の実施
○ 公文書の迅速・的確な処理

本
校
教
育
の
特
色

本校は、学校令により、1887年 (明治 20年)4月 にPォ弓校され、1890年 (明治 23年)1月 に小

野尋常小学校と改称される。以来、令和 8年で創立 136年 目を迎える。
◇ かつての天然記念物「与力松」に象徴された伝統を踏まえ、先輩方によつて築き上げ
られた明るく素直で心優しい校風の継承と発展に努める。

◇ 郷上の文化遺産と自然の豊かさを生かした学習活動を展開し、「郷土愛」の精神を培
うとともに、地域社会に根をおろし、生涯を見通した教育の推進に努める。

◇ 学校・家庭・地域と願いや思いを共有し、地域に開かれた学校としての責任を自覚し
教育活動の「改善と創造」に努める。

◇ 幼・保・小・中の連携を深め、相互の連絡を密にし、学びの連続性や子どもの発達に
応じたキャリア教育の推進に努める。


